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第
五
十
六
期 

祭
式
作
法 

中
央
研
修
会 

開
催 

去
る
十
一
月
八
日
か
ら
十
二
日
の

五
日
間
、
管
長
殿
、
教
嗣
殿
、
山
縣
祭

事
師
範
、
矢
島
祭
典
課
長
ご
指
導
の
下
、

本
部
に
て
第
五
十
六
期
基
本
祭
式
作

法
中
央
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

熟
練
教
師
か
ら
初
心
者
ま
で
11
名

の
参
加
者
は
、
連
日
寝
食
を
共
に
し
て

各
種
研
修
科
目
を
真
剣
に
取
り
組
み
、

時
に
は
祭
式
作
法
に
つ
い
て
奥
の
深

い
質
問
で
講
師
を
困
ら
せ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
神
仕
え
の
心
を

習
得
さ
れ
た
証
と
、
講
師
も
目
を
細
め

つ
つ
熱
心
に
指
導
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

最
終
日
の
太
祠
月
次
祭
に
は
、
恒
例

の
研
修
生
に
よ
る
祭
典
奉
仕
が
行
わ

れ
、
各
自
緊
張
し
な
が
ら
も
誠
心
を
大

神
様
へ
捧
げ
ま
し
た
。
今
回
は
少
数
精

鋭
の
研
修
で
、
内
容
も
密
度
の
濃
い
も

の
と
な
り
、
閉
講
式
で
は
研
修
生
一
人

ひ
と
り
に
達
成
感
と
充
実
感
の
溢
れ

る
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。 

《
研
修
会
参
加
者
》 

石
川
隆 

永
田
昌
志 

村
元
弥
生 

折
田
る
み 

山
内
明
美 

宮
本
匡 

 

山
元
孝
子 

益
山
千
鶴
子 

岩
下
正
行 

曽
我
真
規 

仲
田
篤
道 

       

 
 

研
修
会
便
り 

地
方
主
催
研
修
会
が
、
京
都
か

も
が
わ
会
館
お
よ
び
、
大
教
庁
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
二
日
間
の
日
程
で

し
た
が
、
研
修
生
は
熱
心
に
祭
式
作

法
を
学
び
ま
し
た
。 

 

◆
地
方
主
催
第
十
六
期
研
修
会 

九
月
九
日
～
十
日 

於
、
京
都
か
も
が
わ
会
館 

《
研
修
会
参
加
者
》 

山
根
泰
雄 

松
山
忠
樹 

足
立
吏
彦 

白
井
伸
之 

表
錦
淑 

吉
田
千
里
代 

吉
田
純
一 

 

◆
地
方
主
催
第
十
七
期
研
修
会 

十
一
月
二
十
日
、
二
十
三
日 

於
、
大
教
庁 

《
研
修
会
参
加
者
》 

平
野
雅
仁 

進
藤
麻
紀
子 

杉
浦
万
正 

 

公
益
事
業
報
告 

 

宍
野
参
元(

日
宗
連
幹
事)

は
、

日
本
宗
教
連
盟
理
事
長
の
代
理

と
し
て
、
次
の
大
会
で
挨
拶
さ
れ
、

宗
教
文
化
振
興
の
重
要
性
と
宗
教

協
力
に
よ
る
世
界
平
和
に
実
現
を

力
強
く
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

◆
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
世
界
宗
教
者
平
和
会
議 

日
本
委
員
会
創
立
四
十
周
年
記
念 

世
界
宗
教
者
ま
ほ
ろ
ば
大
会 

・九
月
二
十
六
日 

・奈
良
県
新
公
会
堂 

 

◆
世
界
連
邦
日
本
宗
教
者
委
員
会 

第
三
十
二
回
全
国
大
会 

・十
一
月
二
十
六
日 

・大
阪
・念
法
真
教
総
本
部
金
剛
寺 

・テ
ー
マ
「生
命
の
多
様
性
を
考
え
る
」 

 

公 

告 

宗
教
法
人
「
扶
桑
教
太
祠
」
規
則
第
二
十
四

条
に
定
め
る
手
続
き
を
経
て
、
下
記
の
と
お

り
財
産
を
処
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
宗
教
法
人
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ

っ
て
公
告
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
四
日 

 

世
田
谷
区
松
原
一
ノ
丂
ノ
二
十 

 
 

宗
教
法
人 

扶
桑
教
太
祠 

 

代
表
役
員 

杉
山
一
太
郎 

当
該
財
産 

世
田
谷
区
松
原
一
丁
目
六
十
五
番 

 
 

宅
地 

面
積
五
百
十
四
．
九
三
㎡ 

目
的 

京
王
電
鉄
の
京
王
線
高
架
事
業
に
よ

り
、
軌
道
用
地
に
使
用
さ
れ
る
た
め 

方
法 

売
却 

相
手
方 

京
王
電
鉄
株
式
会
社 

期
日 

平
成
二
十
三
年
三
月
末
日 

 

◆
本
年
は
、
御
開
祖
生
誕
四
百
七

十
年
に
あ
た
り
ま
す
。
御
開
祖
様
の

御
教
え
を
一
人
で
も
多
く
の
皆
様

に
広
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

  
 
 

 

    

「
扶
桑
」 

発
行
元 

扶
桑
教
大
教
庁 

〒
１
５
６
‐
０
０
４
３ 

東
京
都
世
田
谷
区
松
原 

 
 

 
 

 
 

一
―
七
―
二
十 

電
話 

０
３(

３
３
２
１)

０
２
３
８ 

 


